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1. 新富バイパスの概要 

（１）国道 10 号の概要 
国道 10 号は、福岡県北九州市を起点に大分県大分市を経由し、宮崎県宮崎市から

鹿児島県鹿児島市へ至る延長約 521km の重要な幹線道路であり、九州地方で最も長

い国道である。本路線は、県境に峠があるものの、全体的には平坦な路線で、東九

州を南北に縦断する主要幹線道路であり、産業・生活道路として重要な役割を果た

している。 
さらに、産業が盛んな県北地域と県都宮崎市を結ぶ主要幹線道路であるとともに、

沿道の住民にとっても生活を支える重要な路線である。しかし、本路線は、新富町

を含む周辺地域から宮崎市への通勤通学に利用されており、平日の朝夕の時間帯に

交通が集中することから、交通渋滞が発生し、沿道住民の生活に支障をきたしてい

る。そのため、交通混雑の緩和及び交通安全を確保し、交通の円滑化を図る道路整

備が求められている。 
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（２）新富バイパスの概要 
国道 10 号新富バイパスは、児湯郡新富町から宮崎市佐土原町にかけ

て縦断する、宮崎市と宮崎県北部を結ぶ重要な路線である。バイパス部

と現道拡幅部から構成される本路線は、渋滞対策と交通安全の確保を目

的としている。 
 

○計画諸元 
バイパス部 現道拡幅部 
起点：自）児湯郡

こ ゆ ぐ ん

新富町
しんとみちょう

大字
お お あ ざ

日置
ひ お き

起点：自）児湯郡
こ ゆ ぐ ん

新富町
しんとみちょう

大字上
お お あ ざ か み

富田
と ん だ

終点：至）児湯郡
こ ゆ ぐ ん

新富町
しんとみちょう

大字上
お お あ ざ か み

富田
と ん だ

終点：至）宮崎市
み や ざ き し

佐土原町
さ ど わ ら ち ょ う

大字
お お あ ざ

下田島
し も た じ ま

延長：2.4km 延長：2.4km 
種級：4 種 1 級 種級：4 種 1 級、3 種 1 級 
設計速度：60km/h 設計速度：60km/h、80km/h 
概算事業費：67 億円 概算事業費：95 億円 
事業着手年度：昭和 41 年 事業着手年度：平成 8 年 

 
 
 

■国道１０号新富バイパス 概要図
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 ■国道１０号新富バイパス 標準断面図（単位：ｍ）

 
○4 種 1 級 設計速度 60km/h 
 
 
 
 
 
 
 
 
○3 種 1 級 設計速度 80km/h 
 
 
 
 
 
 
 

 

○3 種 1 級（橋梁部） 設計速度 80km/h 
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2. 事業の効果及び必要性 

2．1 事業を巡る社会情勢等の変化 

○地域の概況 
１）人口の推移 

平成 17 年国勢調査による宮崎県の総人口は約 115 万人で、平成 12 年

と比べると約 17,000 人の減少となっている。 

新富町の人口は、基準年（昭和 40 年）に対し、バイパスの部分供用と

ともに 1.15 まで伸びているが、その後、やや減少している。 
 

 
 
■新富町の人口の推移 

バイパスの部分供用
とともに人口が増加

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

0.85

0.90

0.95

1.00

1.05

1.10

1.15

1.20

Ｓ40年 Ｓ45年 Ｓ50年 Ｓ55年 Ｓ60年 Ｈ2年 Ｈ7年 Ｈ12年 Ｈ17年

新富町

宮崎県

人
口
の
伸
び
（
Ｓ 

を 

と
し
た
時
の
伸
び
率
） 

区画整理事業開始

1.1 ←新富町 

←宮崎県 

40 

1.07 1.0 1.0

H10 供用 H2 供用

S41 事業着手 H9 供用 H11 供用 

上富田北地区 上富田南地区
区画整理事業S57着手 区画整理事業S59着手

市町村 Ｓ40年 Ｓ45年 Ｓ50年 Ｓ55年 Ｓ60年 Ｈ2年 Ｈ7年 Ｈ12年 Ｈ17年

人　口
（千人）

16.6 16.5 16.6 17.2 18.1 18.1 18.0 19.1 18.6

人口伸び率
（昭和40年を1.0とした）

1.00 1.00 1.00 1.04 1.09 1.09 1.09 1.15 1.12

人口伸び率
（前回比）

- -0.3% 0.7% 3.6% 4.8% 0.2% -0.3% 5.7% -2.4%

人　口
（千人）

1080.7 1051.1 1085.1 1151.6 1175.5 1168.9 1175.8 1170.0 1153.0

人口伸び率
（昭和40年を1.0とした）

1.00 0.97 1.00 1.07 1.09 1.08 1.09 1.08 1.07

人口伸び率
（前回比）

- -2.7% 3.2% 6.1% 2.1% -0.6% 0.6% -0.5% -1.4%

新富町

宮崎県

項　目

出典）国勢調査
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２）高齢化率の推移 

宮崎県の高齢化率は、全県的に進展している。新富町(19.8％)の高齢

化率は、宮崎市(19.1％)、清武町(13.5％)とともに、全国平均より低い

値になっているが、他地域と同様に上昇している。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

   
 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

■高齢化率の推移 
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H12 H17

19.8% 

19.1% 

13.5% 

県平均：20.7％ 県平均：23.5％ 
全国平均：17.3％ 全国平均：20.1％ 

平成 12 年 平成 17 年 
出典）H12、H17 国勢調査

■高齢化率の推移 

新富町の高齢化率は県平均から比べると低いが、全国平均と同程度である。 

出典）国勢調査

■高齢化率 

S40年 S45年 S50年 S55年 S60年 H2年 H7年 H12年 H17年
高鍋町 7.6% 8.8% 9.2% 9.9% 11.4% 13.4% 16.4% 19.4% 22.4%
新富町 7.2% 8.5% 9.2% 10.1% 11.1% 12.8% 15.3% 17.4% 19.8%
清武町 7.8% 8.8% 8.7% 9.4% 9.4% 8.8% 9.5% 11.4% 13.5%
宮崎市 6.2% 7.0% 7.5% 8.3% 9.4% 11.3% 13.7% 16.5% 19.1%
県平均 7.1% 8.4% 9.5% 10.5% 12.0% 14.2% 17.4% 20.7% 23.5%
全国平均 6.3% 7.1% 7.9% 9.1% 10.3% 12.0% 14.5% 17.3% 20.1%

22.4%

19.8%
19.1%

13.5%

23.5%

20.1%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

S40年 S45年 S50年 S55年 S60年 H2年 H7年 H12年 H17年

高鍋町

新富町

宮崎市

清武町

県平均

全国平均
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３）沿道土地利用の推移 

新富町における地目別民有地面積の推移をみると、宅地の割合が昭和

４８年から４．９％増加（宮崎県では４．１％）している。 
 

 
 
■新富町の地目別民有地面積比率の推移 

新富ﾊﾞｲﾊﾟｽの事業進行に伴い宅地割合が増加（約 30 年で 4.9%の増加【S48(6.7%)→H18(11.6%)】）
 

  田 畑 宅地 山林 雑種地 その他

 

15.8%

16.1%

17.0%

20.3%

26.3%

26.7%

27.1%

33.9%

16.0%

16.4%

17.7%

22.0%

31.7%

31.8%

32.3%

39.9%

9.4%

8.9%

8.2%

5.3%

11.6%

10.6%

8.9%

6.7%

49.9%

49.5%

48.0%

41.3%

23.9%

24.3%

24.6%

13.0%
4.3%

3.8%

3.9%

2.6%

2.5%

2.1%

0.9%

7.0%

6.6%

6.3%

2.9%

6.5%

2.8%

2.6%

10.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H18
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S48

H18
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S48
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年次 田 畑 宅地 山林 雑種地 その他

H18 39,004 39,423 23,093 122,932 6,456 15,564

H12 39,931 40,774 21,978 122,880 6,230 16,391

H7 41,728 43,270 20,096 117,655 5,076 17,149

S48 45,669 49,562 11,919 92,918 1,915 22,875

H18 1,116 1,347 494 1,017 165 112

H12 1,146 1,369 457 1,044 161 121

H7 1,181 1,407 387 1,072 189 126

S48 1,260 1,481 248 484 0 243

宮崎県

新富町

出典）宮崎県統計年鑑 

（ha）

■新富町の地目別民有地面積の推移

44..99%%増増  
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■新富バイパス沿道の宅地の推移 凡例 ：宅地
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昭和 37 年
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バイパス予定周辺の
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供用開始に伴い宅地
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昭和 48 年
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市  
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平成 17 年 日向新富駅 
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４）運転免許保有者数と自動車保有台数の推移 

新富町の運転免許保有者数は、年々増加している。 
一世帯当たりの自動車保有台数も年々増加しており、新富町は平成 19

年で 2.41 台/世帯であり、宮崎県平均の 1.92 台/世帯を上回る。 
 

 
 ■運転免許保有者数の推移 

 

0.95

1.00

1.05

1.10

H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19

新富町 高鍋町 川南町

 
 
 
 
 
 
 位置図 

免
許
保
有
者
数
の
伸
び
率

高鍋町(1.02) 

川南町(1.03) 

新富町(1.04) 

※H13 を 1.00 とした時の伸び 

※1）各年 12 月末時点の免許保有者数 

 
 
 ※2）H12 年以前のデータは県警本部に残っていないため、

H13 年以降で整理した 
 出典）宮崎県警察本部交通部免許課 

 
 
 ■一世帯当たりの自動車保有台数の推移 
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 新富町
2.41台/世帯 

 宮崎県
1.92台/世帯 

 
 
 
 九　州

1.68台/世帯 
 
 
 ※数値は、H17 年の一世帯あたりの自動車保有台数 

※軽自動車保有台数の S54 年以前の調査結果が存在しないため、S55 年以降で整理した。  
出典）H12、H17 年：市区町村別自動車保有車両数、市区町村別軽自動車車両数 

 H2、H7 年：九州の自動車保有台数統計資料 
S55、S60 年：九州各県市町村別車種別保有車両数統計資料(S55 年軽自動車除く)  
S55 年：(社)全国軽自動車協会連合会貸与資料(軽自動車) 
国勢調査 
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５）通勤通学流動 

 

 
 
■新富町から宮崎市への通勤通学人口 新富町から宮崎市への通勤通学

人口は、平成 12 年からほぼ横ばい

であるが、事業化当時（昭和 40 年）

と比較すると約 6 倍（新富町）に

増加している。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

N

S

E

W

新富バイパス 

■新富町から宮崎市への通勤通学人口の推移 

410

2,422 2,412

0

1,000

2,000

3,000

S40 H12 H17

約６倍に増加 

Ｓ40 年と比較して 

人/日 

出典）国勢調査

出典）国勢調査
 

新富町の通勤通学利用交通手段の内訳でもっとも多いのは自家用車であり

73.2%であり、宮崎県平均（67.2%）を 5 ポイント上回り、自動車の利用割合

が高い。 

 
 

 
 
 
■新富町や国道 10 号新富町以北における通勤通学利用交通手段 

自家用車の利用割合 
宮崎県平均 67.2%  
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出典）H12 国勢調査 
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６）交通量等の推移 

新富バイパス事業区間の交通量は、およそ 2 万 7 千台／日～3 万台／

日であり、年々増加の傾向にある。バイパス部の 4 車線区間では、混雑

が解消されたが、現道拡幅部の 2 車線区間では、混雑度 2.0 前後で高く

推移している。 
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＜バイパス部（４車線区間）＞ 

バイパス供用年次 

混雑度は減少

バイパス部が 4 車線化し、■新富バイパスの交通量等の推移
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＜旧道部＞ 

＜拡幅部（２車線区間）＞ 

＜佐土原バイパス＞ 

注）Ｈ２年時点はセンサスの調査地点

ではないため、データがない。 

出典）道路交通センサス 
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2．2 事業の投資効果 

（１）事業の効果及び必要性 
 
 
 
1）軍瀬交差点（主要渋滞ポイント）の渋滞状況の変化 

平成 19 年度に軍瀬交差点の改良を含めた L=0.6km の 4 車線化が完了

し、延岡市方面から宮崎市方面の夕方の最大渋滞長（18 時台）が 550m
から 200m へと 350m 減少（約 6 割減少）し、渋滞緩和が図られた。 
今後の完成供用による、さらなる渋滞緩和が期待される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

効果１ 交通混雑の緩和 

■軍瀬交差点の最大渋滞長の変化(18 時台) ■軍瀬交差点の位置 

【供用前】H19.11.13（火）：軍瀬交差点付近の供用前調査結果 

【供用後】H20. 6.26（木）：軍瀬交差点付近の供用後調査結果 

■軍瀬交差点における渋滞状況の変化 

＜地域からの声＞ 
・軍瀬交差点が 4 車線化されたことで、渋滞が緩和しました。（新富町役場 A さん） 

・通勤時の交差点でのイライラが解消しました。（新富町立地事業所 B さん） 

・軍瀬交差点の 4 車線化で、交差点前後でも渋滞が緩和していると感じます。 

（沿線商業施設 C さん） 

（H19.11.13 延岡方面） （H20.7.23 延岡方面）

供供用用前前  供供用用後後  
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2）新富バイパスへ集中する交通量 

バイパス部 4 車線化区間や平成 19 年度末に供用した軍瀬交差点付近 4
車線化区間では、混雑度が 1.0 を下回り、交通混雑の緩和が図られてい

る。 
一方、2 車線区間では、混雑度が 1.8 を上回る状況にあり、依然として

交通混雑の解消には至っていない。 
今後の全線 4 車線化により、混雑度の低減が期待され、早期の全線 4

車線化が求められる。 
 
 ■新富バイパス周辺の交通量と混雑度 
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＜地域からの声＞ 

・以前に比べ、渋滞は緩和していると思うが、日向大橋で立ち往生することが多

く、軍瀬交差点が改良されたのに、渋滞緩和を実感出来ない部分もあります。 

・このため、地域の方からも当該区間の 4 車線を望む声が特に多い状況です。 

（新富町役場まちおこし課 D さん） 

≪混雑度の目安≫ 
【1.0 未満】昼間 12 時間を通して、道路の混雑がなく、円滑に走行できる 
【1.0～1.25】昼間 12 時間のうち道路が混雑する可能性のある時間帯が 1～2時間(ﾋﾟｰｸ時)ある 
【1.25～1.75】ピーク時間を中心として混雑する時間帯が加速度的に増加する可能性が高い状態 
【1.75 以上】慢性的混雑状態を呈する 

出典）交通量推計結果、H17 道路交通センサス

減減少少  減減少少  減減少少  
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過去 5 年間の死傷事故率を比較すると、バイパス部の 2 車線区間では

死傷事故率が約 217 件/億台キロなのに対し、4 車線区間では約 158 件/

億台キロと、死傷事故率が約 3 割低減しており、4 車線化による安全性

向上がうかがえる。 

今後の全線 4 車線化により、さらなる安全性の向上が期待される。 

 

 

効果２ 交通安全性の確保 

■過去５年間（H14～H18）のバイパス部の死傷事故率の比較 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

158.4

216.9

0 50 100 150 200 250

バイパス部
（４車線）

バイパス部
（２車線）

（件/億台キロ）

出典）宮崎河川国道事務所資料、道路交通センサス

 ２２車車線線区区間間にに比比べべ、、  

４４車車線線区区間間はは死死傷傷事事故故率率 

がが約約３３割割低低下下  

・また、中央分離帯が設定されているため、安全性も高ま
っていると思います。（沿線商業施設 C さん） 

＜地域からの声＞ 

・バイパス区間は 4 車線化後、しばらくの間は交通事故が
増えることもあったが、最近は 4車線化になれ、交通事
故は減少しています。 
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効果３ 沿道環境の改善 

新富バイパスの供用により、軍瀬交差点付近（L=600m）の騒音レベル

は、昼間で 69dB、夜間で 65dB となり、環境基準（昼間＝70dB、夜間＝

65dB）および要請限度（昼間＝75dB、夜間＝70dB）を達成した。 

今後の全線 4 車線化により、さらなる沿道環境の改善が期待される。 
 

 
 ■調査ポイント位置図 ■騒音レベルの変化 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

＜軍瀬交差点付近＞ 

60

65

70

75

80

昼　間 夜　間

H19（供用前） H20（供用後）（dB）

 
 
 
 
 
 
 
 

環環境境 
基基準準

※要請限度：【昼間】75dB 【夜間】70dB 
 環境基準：【昼間】70dB 【夜間】65dB 

要要請請 
限限度度

７７５５  

６６９９  

７７２

 ６ｄＢ低減し、 
環境基準を達成 

 ７ｄＢ低減し、 
環境基準を達成２  

６６５５  

出典）H19環境センサス、供用後調査結果 
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効果４ 地域経済の活性化を支援 

本事業の 4 車線化や区画整理事業に伴い、宅地化が進展し、沿線に商

業施設が立地するようになった。これに伴い大型スーパーやコンビニエ

ンスストアの立地が進み、平成 19 年度末の軍瀬交差点付近の 4 車線化後

にもコンビニエンスストアが立地した。 
また、事業化以降、年々商品販売額は増加しており、今後の全線 4 車

線化による、さらなる地域経済の活性化が期待される。 

 ■新富バイパス沿線の商業施設の立地状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 1.00

5.29

6.80

9.50

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

S45 S49 S54 S60 H3 H9 H14 H19

九州 宮崎県 新富町

・軍瀬交差点付近に企業

誘致用売地があり、大型

量販店等から問い合わ

せがあった。今後の 4 車

線化よる郊外店等の進

出への期待が大きい。 
（新富町役場 

まちおこし課） 

出典）商業統計

※S45 を 1.00 とした 
時の伸び 

商
品
販
売
額
の
伸
び
率 

＜地域からの声（商業施設）＞ 

HH22～～1111 年年度度ににかかけけ、、  
ババイイパパスス部部でで 44 車車線線化化  

((LL==11,,770000mm)) 

■新富町の商品販売額の変化(伸び率) 

【商業施設 E】 

・土日には宮崎市方面からの買

い物客もおり、今後の 4 車線

化による買い物客の増加に期

待しています。 

【商業施設 A】 

・軍瀬交差点付近が 4 車線化され、大きな駐車

場を確保出来るようになり、立地しました。

・一般ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰや地域住民のほか、大型ﾄｯﾗｸﾄﾞﾗ

ｲﾊﾞｰの利用も多く、利用者と売上は徐々に増

加しており、今後の日向大橋等の 4 車線化に

も期待しています。 

【商業施設 B】 

・大きな駐車場を確保出来る状況となったため

立地し、利用者は車で来られる方が多く、軍

瀬交差点の 4 車線化により売上も徐々に増加

しています。 

＜地域からの声（役場）＞ 

H2 年以降のバイパス区間 4 車線化後に立地

軍瀬交差点 4 車線化後に立地 

新富町の企業立地用売地 

※( )内は立地年 

4 車線区間 

2 車線区間 

N

S

E

W
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（２）事業の投資効果 
1）事業の目的 

国道 10 号新富バイパスは、児湯郡新富町から宮崎市佐土原町にかけて縦断する、

宮崎市と宮崎県北部を結ぶ重要な路線である。バイパス部と現道拡幅部から構成さ

れる本路線は、渋滞対策と交通安全の確保を目的としている。 

 
2）費用便益効果分析結果【残事業】 
①便 益 

 
走行時間 

短縮便益 

走行経費 

減少便益 

交通事故 

減少便益 
合 計 

基準年 平成２０年度 

供用年 平成２２年度 

初年便益 2.9 億円 0.75 億円 0.30 億円 3.9 億円 

基準年における現在価値（Ｂ） 116 億円 31 億円 14 億円 161 億円 

②費 用 
 事業費 維持管理費 合 計 

基準年 平成２０年度 

単純合計 62 億円 14 億円 76 億円 

基準年における現在価値（Ｃ） 54 億円 5.3 億円 59 億円 

③評価指標の算定結果（残事業区間） 
費用便益比（ＣＢＲ） Ｂ／Ｃ ＝ ２．７ 

注）費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。 
 

3）費用便益効果分析結果【全事業】 
①便 益 

 
走行時間 

短縮便益 

走行経費 

減少便益 

交通事故 

減少便益 
合 計 

基準年 平成２０年度 

供用年 昭和４４年度 

初年便益 3.6 億円 0.47 億円 0.09 億円 4.2 億円 

基準年における現在価値（Ｂ） 997 億円 144 億円 33 億円 1,174 億円

②費 用 
 事業費 維持管理費 合 計 

基準年 平成２０年度 

単純合計 156 億円 16 億円 172 億円 

基準年における現在価値（Ｃ） 203 億円 41 億円 244 億円 

③評価指標の算定結果（全事業区間） 
費用便益比（ＣＢＲ） Ｂ／Ｃ ＝ ４．８ 

注）費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。 
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2．3 事業の進捗状況 
新富バイパスのバイパス部は、昭和 41 年度に事業化し、43 年度に 2

車線バイパスとして供用された。その後、上富田南・北地区土地区画整

理事業にあわせ、4 車線化を進め平成 11 年度までに 1.7km の 4 車線供用

を図っている。一方、現道拡幅部については、平成 8 年度より日向大橋

の老朽化対策及び軍瀬交差点の渋滞解消を目的として事業に着手し、平

成 19 年度には軍瀬交差点部 0.6km の供用を図ったところである。 
 

（１）事業の経緯 

 

 バイパス部 現道拡幅部 

事業化  

用地着手  昭和 41 年 

工事着手  

昭和 43 年 2400m 供用（2 車線）  

昭和 52 年 都市計画決定  

平成 2 年 820m 供用 11-1 工区  

平成 8 年  事業延伸 

平成 9 年 460m 供用 11-1 工区  

平成 10 年 240m 供用 11-1 工区  

平成 11 年 180m 供用 11-1 工区  

事業再評価 

平成 15 年 
 

用地着手 

(軍瀬交差点～新富 BP 終点)

平成 16 年  
用地着手 

(11-2 工区起点～軍瀬交差点)

平成 18 年  工事着手 

平成 19 年  600m 供用 11-2 工区 
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軍瀬交差点
◎新富町役場

(主)荒武新富線
(一)川床日向 
新富停車場線 

至

延
岡
市 

(一)今別府八幡線 日向大橋 Ｌ＝576m 

塩
路
佐
土
原
線

(一) 

(主)宮崎インター
佐土原線 

至 宮崎市

佐土原バイパス(2/4)

一般国道10号　新富バイパス　L=４．８km

11-1工区（バイパス部）L=2.4km 11-2工区（現道拡幅部）L=2.4km

昭和４１年度 事業化・用地着手・工事着手

昭和４３年度
完成２車線

平成２年２月
４車線

平成９年１２月
４車線

平成１０年

L=2.4km

L=820m

L=460m

平成８年度

都市計画決定(幅員変更W=25m)

平成１１年７月

４車線

L=240m４車線

L=180m

事　業　延　伸

昭和５２年１月

平成１８年度 

平成１９年度 

用地着手

平成１６年度 
用地着手 

平成１５年度 

N

S

E
W

工事着手 

４車線 L=600m

L=600m 
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（２）事業進捗状況 
○執行済み額及び進捗率 

バイパス部 

 全体事業費 H19 年度末進捗 進捗率 

事業費 約 67 億円 約 48 億円 約 72% 

うち用地補償費 約 22 億円 約 15 億円 約 68% 
 

現道拡幅部 

 全体事業費 H19 年度末進捗 進捗率 

事業費 約 95 億円 約 42 億円 約 44% 

うち用地補償費 約 17 億円 約 15 億円 約 88% 
 
 

（３）前回再評価時からの変化 

項 目 前回評価 今回評価 

事業延長 ４．８ｋｍ ４．８ｋｍ 

事業費 約１３７億円 約１６２億円 

供用目標 － 
平成 21 年度 

（田中地区） 
残事業 

Ｂ／Ｃ 
５．１ ２．７ 

全事業 

Ｂ／Ｃ 
３．１ ４．８ 
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（４）事業費増額の理由 

 前回 
評価 

今回 
評価 増減 理  由 

全体 
事業費

計 

約 137 
億円 

約 162 
億円 

約 25
億円 下記内訳のとおり 

工事費 
等 

約 100 
億円 

約 123 
億円 

約 23
億円 

○台風襲来に伴う河川改修計画見直しに

より橋梁形式等が変更【約 16 億円】 
○地盤改良の追加による増【約 2 億円】 
○機能補償道路の追加【約 1 億円】 

等

用地 
及び 

補償費 

約 37 
億円 

約 39 
億円 

約 2 
億円 ○補償単価等の変動等によるもの 

 
 
 
3. 事業の進捗見込み 
（１）今後の事業進捗の見込み 

新富バイパスの平成 19 年度末の事業進捗率は、バイパス部は事業

費ベースで約 72％であり、そのうち用地進捗率は約 68％に達してい

る。また、現道拡幅部は事業費ベースで約 44％であり、そのうち用地

進捗率は約 88％に達している。 

今後は、事業効果を早期発現できるよう、引き続き用地買収を促進

するとともに、現道拡幅部の田中地区、日向大橋関連、バイパス部の

完成 4 車線化等の事業進捗を図っていく。 

本事業の推進にあたっては、地元や関係機関との協力体制も確立し

ており、円滑な事業執行が可能である。 
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（２）地元の協力体制 

○要望活動状況 

国道 10 号の渋滞に対する地元住民からの行政相談及び地元自治体

からの対策を望む強い要望が出ている。 

年月 要望者 内容 要望先 

平成 10 年 6 月 

 

新富町長 

新富町議会議長 

国道１０号新富バイパス完成

部のお礼と、日向大橋関連の

整備促進について 

建設本省 

九州地建 

平成 10 年 9 月 新富町長 

建設課長 

国道１０号新富バイパスの日

向大橋関連の事業区間延長と

４車化について 

九州地建 

宮崎工事 

平成 10 年 11 月 新富町長 

新富町議会議長 

町議会議員 

国道１０号新富バイパスの日

向大橋関連の整備促進につい

て(早期工事着手、未着手区間

早期渋滞解消) 

九州地建 

宮崎工事 

平成 12 年 2 月 新富町長 

新富町議会議長 

常任委員会 

委員長 

委員３名 

事務局長 

国道１０号新富バイパスの日

向大橋関連の整備促進につい

て 

九州地建 

宮崎工事 

平成 14 年 3 月 新富町長 国道１０号（新富バイパス日

向大橋）架け替えの４車線化

整備について 

宮崎河川国道

平成 15 年 10 月 新富町長 国道１０号新富バイパスの早

期 4 車線化整備について 

九州地整 

宮崎河川国道

平成 20 年 4 月 新富町長 国道１０号新富バイパスの早

期完成について 

国土交通本省

宮崎河川国道
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4. コスト縮減や代替案立案等の可能性 

（1） コスト削減の対応 

事業実施に当たっては、新技術・新工法の積極的活用、建設副産物対

策により、着実なコスト縮減を図るとともに、早期供用による事業執行

の時間的コストの低減に向け、計画的・重点的な整備により効率性の向

上を図る。 
 

■具体的な実施状況 
 

横江川橋の橋種選定及び基礎工法の検討【約 700 万円のコスト縮減】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＰＣ少主桁橋 鋼管ソイルセメント杭（φ１０００）

Ａ１橋台：杭長Ｌ＝２５．５ｍ/本

Ａ２橋台：杭長Ｌ＝２５．５ｍ/本

ＰＣポステンＴ桁橋 場所打ち杭（φ１０００）

Ａ１橋台：杭長Ｌ＝２９．０ｍ/本

Ａ２橋台：杭長Ｌ＝２７．５ｍ/本

実施設計段階における
橋種選定・基礎工法の検討

※変更点：ＰＣポステンＴ桁橋→ＰＣ少主桁橋（約 300 万円） 
場所打ち杭    →鋼管ソイルセメント杭（約 400 万円） 
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（2） 代替案等の可能性 

新富バイパスは地形条件、既存道路とのアクセス性、河川・集落等

のコントロールポイント等を総合的に勘案して計画したもので、代替

案の可能性はない。 
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5. 対応方針（原案） 

[事 業 継 続] 
新富バイパスは、県都宮崎市と県北地域を連絡する重要な路線であり、

交通混雑の緩和や、交通安全の確保等に寄与することを目的として整備す

るものである。 

また、本路線の早期完成を求める声は強く、地元自治体などから積極的

な整備促進要望がなされているところである。 

現在までに、事業進捗率は、バイパス部は事業費ベースで約 72％であ

り、そのうち用地進捗率は約 68％に達している。また、現道拡幅部は事

業費ベースで約 44％であり、そのうち用地進捗率は約 88％に達しており、

引き続き早期完成に向けて事業推進することにより、周辺地域等への整備

効果の発現が大きく期待できることから、全線供用に向けて事業を継続す

ることとしたい。 
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巻末資料 
 

（客観的評価指標） 
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様式－２

費用便益分析の結果

路線名 事業名 延長 事業種別
現拡・ＢＰ・そ

の他の別

国道10号 新富バイパス 4.8km 二次改築 現拡

計画交通量
(台/日)

車線数 事業主体

27,100～38,900 4 九州地方整備局

① 費　用

事　業　費 維持管理費 合　　計

基 準 年 平成２０年度

単純合計 156億円 16億円 172億円 

うち残事業分 62億円 14億円 76億円 

 基準年における

 

 

 

 

 ② 便　益

現在価値 (Ｃ)
203億円 41億円 244億円 

うち残事業分 54億円 5.3億円 59億円 

走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

合　　計

基 準 年 平成２０年度

供 用 年 昭和４４年度

単年便益
（初年便益）

3.6億円 0.47億円 0.09億円 4.2億円 

基準年における
現在価値 (Ｂ)

997億円 144億円 33億円 1,174億円 

うち残事業分 116億円 31億円 14億円 161億円 
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 ③ 結　果

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 注）費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。
 

 
④ 感 度 分 析 （残事業を対象）

変動要因 基準値 変動ケース

交通量 27,100～38,900 ±１０％

事業費 62億円 ±１０％

事業期間 5年 ±２０％

費用便益比（事業全体） 4.8

費用便益比（Ｂ／Ｃ）

2.5 ～ 3.0

経済的内部収益率（事業全体） 76%

費用便益比（残事業） 2.7

経済的純現在価値（残事業） 102億円

2.5 ～ 3.0

2.6 ～ 2.8

経済的純現在価値（事業全体） 930億円

経済的内部収益率（残事業） 15%
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交通状況の変化

事業名：新富バイパス（事業全体）

（推計時点    Ｈ１７年）

交通量※1 [台/日]

走行時間※２ [分]

走行時間費用※3 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

走行時間費用 [億円/年]

走行時間短縮便益 [億円/年]

する。

※２：　配分計算結果を用いる場合と当該道路の代表的な速度から算出する場合がある。　

※３：　費用便益分析マニュアルに従い車種別、区間別に算出したものの合計値である。

いて３～５路線程度以内で記載する。

、事業全体と残事業で同地点において設定する。

14,200

3.6

※１：　当該道路内の平均値または代表的な値を記載

※４：　当該事業により大きな変化が生じる道路につ

※５：　②主な周辺道路における交通量の予測地点は

東九州道
(高鍋IC
～西都
IC)
：12.0km

②主な周

辺道路※4

(主)宮崎
高鍋線
：16.3km

(県)木城
西都線
：7.8km

(県)今別
府八幡線
：1.9km

①新設・改築道路
［新富バイパス］

：4.8km
4.2

走行時間費用
整備なし(A)

走行時間費用
整備あり(B)

16

8,900

合計：962.2km

様式－３①

14

6,300

30

整備あり(B)整備なし(A)

7,000

30

3,400

32,500

34

6.2

13

11

6,800

19

2,294 2,288

7,800

1721

③その他道路合計
：919.4km

走行時間短縮便益
(A - B)

16

2,385 2,366

11 1.1

1,800

2.7

29

16

7,400

11

12
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219
国　道

国　道

主な周辺道路
(県)木城西都線

主な周辺道路
(主)宮崎高鍋線

主な周辺道路
東九州自動車道

新富バイパス
延長 = 4.8km主な周辺道路

(県)今別府八幡線
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交通状況の変化

事業名：新富バイパス（残事業）

（推計時点    Ｈ１７年）

交通量※1 [台/日]

走行時間※２ [分]

走行時間費用※3 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

走行時間費用 [億円/年]

走行時間短縮便益 [億円/年]

する。

的な速度から算出する場合がある。　

※３：　費用便益分析マニュアルに従い車種別、区間別に算出したものの合計値である。

※４：　当該事業により大きな変化が生じる道路について３～５路線程度以内で記載する。

、事業全体と残事業で同地点において設定する。

2.3 1.1

1,800

2.7

24

32

7,100

11

12

7.3

2,281 2,288

7,800

1720

※１：　当該道路内の平均値または代表的な値を記載

※２：　配分計算結果を用いる場合と当該道路の代表

※５：　②主な周辺道路における交通量の予測地点は

走行時間短縮便益
(A - B)

16

2,373 2,366

30

3,400

32,500

34

6.2

13

11

6,800

合計：962.2km

様式－３①

14

5,600

30

整備あり(B)整備なし(A)

26,000

走行時間費用
整備なし(A)

走行時間費用
整備あり(B)

16

8,800

4,000

3.4

東九州道
(高鍋IC
～西都
IC)
：12.0km

②主な周

辺道路※4

(主)宮崎
高鍋線
：16.3km

(県)木城
西都線
：7.8km

(県)今別
府八幡線
：1.9km

①新設・改築道路
［新富バイパス］

：4.8km
7.2

③その他道路合計
：919.4km
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219
国　道

国　道

主な周辺道路
(県)木城西都線

主な周辺道路
(主)宮崎高鍋線

主な周辺道路
東九州自動車道

新富バイパス
延長 = 4.8km主な周辺道路

(県)今別府八幡線
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様式－３②

費用便益分析の条件

事業名： 新富バイパス

 （２
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）
項目 チェック欄

費用便益分析マニュアル

（平成２０年１１月　国土交通省　道路局　都市・地域整備局）

その他 □

分析対象期間 50年間

社会的割引率 4%

基準年次 平成２０年

１時点のみ推計 ■（H17）

複数時点での推計 □

整備の有無それぞれで交通流を推計 ■

整備の有無のいずれかのみ推計 □ 有　　　□ 無
いずれかのみの推計とした理由を記載

道路交通センサスをベースとした自動車ＯＤ表

（三段階推定法）

パーソントリップ調査をベースとした自動車ＯＤ表

（四段階推定法）

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □

　　無 ■

　　有 □

考慮した開発交通量（トリップ数） （　　）台ﾄﾘｯﾌﾟ/日

推 考慮した理由を記載

Ｑ－Ｖ式を用いた配分 □

転換率式を用いた配分 □

Ｑ－Ｖ式と転換率式の併用による配分 ■

均衡配分（リンクパフォーマンス関数を用いた配分） □

簡易手法 □

小規模事業である □

山間部海岸部で併行道路が少ない □

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
簡易手法の考え方（将来交通量の設定方法等）

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □

各回の配分終了時の速度を交通量でウェイト付け

して設定
採用理由を記

交 　

通 　

流

計

載

 

 

 

 

最終配分の速度 □
採用理由を記載

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □

■

交通量が、交通容量（Ｑmax～Ｑmin）以上の路線、交通容量程度の路線などが混
在した配分結果となっているため、費用便益算出においては、速度差の生ずる
「加重平均速度」を用いた。速度設定の

考え方

■

■
（平成17年センサス）

□

簡易手法の
採択理由

有の場合のみ

いずれかのみ
の推計の場合

交通流の
推計時点

算出マニュアル

分析の基本的事項

推計に用いた
ＯＤ表

配分交通量の
推計手法

開発交通量の
考慮

推計の状況



 事業名： 新富バイパス

 （３）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 益

 の

 定

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 チェック欄

考慮しない ■

考慮する □

面的に考慮 □

対象路線のみ考慮 □

採用した休日係数 （　　　）　％
休日係数を考慮した理由および採用した休日係数の考え方を記載

考慮しない ■

考慮する □

採用した通行止め日数 （　　　）　日

とり止め交通の考慮する □
とり止め交通を考慮しない場合はその理由、考慮した場合はその考え方を記載

考慮しない ■

考慮する □

採用した冬期日数 （　　　）　日
採用した冬期日数の考え方を記載

冬期の走行速度と交通容量の関係
設定の考え方を記載

■

□

費用便益分析マニュアルの値を使用 ■

独自に設定した値を使用 □
　算出根拠を添付すること

費用便益分析マニュアルの値を使用 ■

独自に設定した値を使用 □
　算出根拠を添付すること

中央分離帯の有無を考慮 □

中央分離帯の有無を考慮しない ■

考慮しない ■

考慮する □
　（考慮の場合、算出根拠を添付すること）

その他

便

算

災害等による
通行止めの

影響

走行時間短縮・走
行経費減少・交通
事故減少以外の便

益

車種別時間
価値原単位

車種別走行
経費原単位

交通事故減少
便益算定

採用した通行止め日数の考え方を記載

冬期交通の
影響 考慮する

場合のみ

ブロック別・車種別走行台キロの伸び率による設定

その他
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

交通流推計の
時点以外の
便益の算定

考慮する
場合のみ

考慮する
場合のみ

休日交通の
影響
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 事業名： 新富バイパス

 （４）

 

 

 費

 用

 

 定

 

 

項目 チェック欄

詳細事業計画による値を採用 ■

標準投資パターンを採用 □

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □
維持管理費の設定根拠を記載

の 過去5年間（H15～H19）において九州地整にて執行した維持管理費に関する費用の平均

算 積雪地域または寒冷地域である □

その他

４．その他

維持管理費

雪寒費

事業費
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